

















美夫 1）、上田　真吾 2）、簾谷　和男 3）、丸山　大樹 4）、



























当院では 2014 年 3 月に高精度放射線治療センターを開設し、
Varian 社製 Clinac ix および Brainlab 社製 Novalis Tx の 2 台の放
射線治療装置を導入した。それに伴い Novalis Tx での強度変調放
射線治療 (IMRT) を開始した。
IMRT の線量検証では治療計画の評価基準の設定を目的に AAPM 






IMRT の位置照合には Novalis Tx に搭載された ExacTrac X-ray 
6D を用いている。このシステムでは kV-X 線画像を用いた骨構造
の照合後に cone-beam CT(CBCT) 画像を取得し、内部構造での位
置合わせが可能となっている。治療開始前には直径 5mm の金属
球の埋め込まれた人体ファントムを寝台上に配置し、ExacTrac 
X-ray 6D による骨構造の照合と CBCT による金属球位置の照合後、
MV-X 線画像を取得し位置照合の精度を検証した。実際の治療時に















































朗 1）、小峯　里香 1）、梅原　嵩 1）、飯田　友紀 1）、








法では SNL が描出しない（SNL を描出できない）症例を数件経験
した。特に、乳房厚のある患者にその傾向は強かった。これは、い
かにもリンパ節全体ががん細胞で置換されていて、リンパ流が届か
なくなっているかのようである。その対策として、今回新しい立位
撮影法（仮名；standing view 法）を考案し、良好な結果を得てい
るので報告する。
